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1. 緒論 

1.1 まえがき 

わが国の電力系統は，電力需要の増大により電源の大容

量化と電力設備の増強が進み，大規模化・複雑化してきた。

これに伴い，電力系統の運用も複雑化・高度化したが，電

力会社における給電指令と系統操作に関する技術の向上や

ルールの整備などにより，電力の安定供給が確保されてき

た。 

しかしながら，近年，電力システム改革の進展に伴い，

電力系統を利用する小売電気事業者や発電事業者の数が増

加していることに加え，再生可能エネルギー電源のうち特

に太陽光発電や風力発電の連系増加に伴い電力潮流の不確

実性が増している。さらに，流通設備の効率利用に向けた

新規電源の連系条件についても検討されている。 

このように，電力系統の運用がますます複雑化する状況

において電力の安定供給を確保していくためには，一般送

配電事業者による電力系統の給電指令と系統操作がより重

要となってきている。 

電力系統とは，電力の発生から消費に至るまでの電気所

（発電所・変電所・開閉所）・送電線および需要者設備など

のさまざまな設備が一体的に結合されたシステムであり，

大別して送電系統（発電所から配電用変電所まで）と配電

系統（配電用変電所から需要者まで）により構成されてい

る(1)。本委員会では，給電運用者による給電指令と系統操作

を調査対象としたため，給電運用機関の所管範囲である送

電系統と配電用変電所の二次側母線までの電力設備の運用

を調査対象とした。 

電力系統の運用とは，需要者に対して絶えず良質で安定

した電力を安価に供給することを目的に電力設備を合理的

かつ効率的に総合運用することであり，給電運用ともいう。

給電運用には大別して需給運用と系統運用がある(1)。一般送

配電事業者が執り行う需給運用とは，調整力を経済的に運

用して周波数を適正に維持することにより，電力の使用量

（需要）に見合った量に，発電量（供給）を調整すること

である。系統運用とは，流通設備に流す電力の潮流と電圧

を適正値に維持することにより，発電した電力を，流通設

備を通じて需要者へ円滑に輸送することである。 

給電指令とは，給電運用を行ううえで，電力系統を構成

する電気所および送電線などを，統制を保って安定かつ効

率的に総合運用するために，給電所などから制御所や発電

所などへ発せられる指示事項である(1)（図 1.1 参照）。近年

では，給電所（給電指令機関）と制御所（系統操作機関）

が統合した給電制御所（給電運用機関）が一般的となって

おり，給電制御所（給電運用機関）内でも指令者から操作

者へ給電指令を発令している。また，操作者からの操作承

認要求に対して指令者が「承認」することで系統操作を行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.1 給電指令と系統操作 

Fig.1.1. Load dispatching instruction and system switching 

 

っている一般送配電事業者や，指令者から操作者への業務

上の「指示」により系統操作を行っている一般送配電事業

者もある。本委員会では，系統操作を行うために必要とさ

れるこれらの「承認」や「指示」についても調査対象とし

た。 

系統操作とは，電力系統の円滑な運用のため，系統運用

の範疇で電力設備に対して行われる調整と操作，および需

給運用の範疇で電力設備に対して行われる操作をいう（表

1.1の太線の枠内 参照）。調整とは発電機の有効電力，無効

電力の増減や LTC のタップ調整といった電力系統の周波

数，電圧などに連続的変化をもたらす行為であり，操作と

は遮断器や断路器の開閉といった系統構成の変更を伴う行

為である。需給運用を行ううえでの周波数や電圧の調整は，

一般的には系統操作の範疇ではないが，本委員会では需給

運用に関する給電指令の一部も調査範囲としたため言及す

る。 

 

表 1.1 給電運用における調整と操作の制御対象(2) 

 
調整 操作 

系統運用 潮流，電圧 

系統構成 

（送電線，変圧器，

母線 など） 

需給運用 周波数，電圧 
系統構成 

（電源，負荷） 

出典：電力系統における系統操作調査専門委員会：「電力系統における系統操

作」，電気学会技術報告 (Ⅱ部)第 107 号，p.1(1981 年) 

 

電力系統における系統操作については，電気学会技術報

告（Ⅱ部）第 107 号「電力系統における系統操作」（1981 年

2 月発行）において報告されている。しかし，発行から 39

年が経過し，ICT などの技術革新や，多数かつ多様な系統利

用者による電力系統の利用拡大など，給電運用を取り巻く

環境が大きく変化し，給電指令と系統操作に関する技術や

ルールなども当時から変化している。これらの状況に鑑み，

電力系統における給電指令と系統操作，ならびに給電指令

給電運用 

調整・操作 

操作者

一般送配電事業者

発電者 需要者

操作者

発電設備

発電機の並解列・
出力調整など

流通設備

遮断器、断路器の入切
電圧調整器の調整など

操作者

指令者

給電指令

給電指令 給電指令

給電運用機関

遮断器、断路器
の入切など

負荷設備

（系統操作機関）
給電運用機関

（給電指令機関）
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